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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第22期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第21期

会計期間

自平成22年
２月１日
至平成22年
４月30日

自平成23年
２月１日
至平成23年
４月30日

自平成22年
２月１日
至平成23年
１月31日

売上高（千円） 1,745,0321,448,7816,201,744

経常利益（千円） 130,600 38,944 365,327

四半期（当期）純利益（千円） 75,521 18,333 181,139

純資産額（千円） 1,344,3101,434,2961,445,180

総資産額（千円） 6,267,0636,076,8095,672,614

１株当たり純資産額（円） 149,102.73159,083.49160,290.66

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
8,376.362,033.47　 20,090.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 21.5 23.6　 25.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△430,313△185,011 248,777

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
63,587  114,235△169,366

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
62,664  116,393△257,320

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
588,103 757,948 712,051

従業員数（人） 139 132　 130

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標の推移については記載してお

りません。　

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

　

　

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

  

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成23年４月30日現在

従業員数（人） 132 (86)

　（注）１．従業員数は役員を除く就業人員であります。

２．従業員数の欄の（　）内の数字は、外数で当第１四半期連結会計期間における臨時従業員の平均雇用人員で

あります。

　

(2）提出会社の状況

 平成23年４月30日現在

従業員数（人） 131 (86)

　（注）１．従業員数は役員を除く就業人員であります。

２．従業員数の欄の（　）内の数字は、外数で当第１四半期会計期間における臨時従業員の平均雇用人員であり

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の仕入実績は、次のとおりであります。なお、仕入実績はセグメントごとに把握するこ

とが困難であるため、取扱品目の合計額を記載しております。

品目別 仕入高（千円） 前年同四半期比（％）

婦人靴 1,023,565 82.3

合計 1,023,565 82.3

　（注）１．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．上記の金額には、靴付属品（靴クリーム等）の仕入金額として374千円を含んでおります。

　

(2）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）　

婦人靴  　

卸売事業 1,241,993 82.0

小売事業 206,787 89.4

その他事業 6,550 176.7

セグメント間消去 △6,550 －

合計 1,448,781 83.0

　（注）１．セグメント間の内部売上高を含めて表示しております。

２．金額は、販売価格によっております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４．小売事業の金額には、靴付属品（靴クリーム等）の販売実績として738千円を含んでおります。

 

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況　

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、平成23年１～３月期のＧＤＰが前期比3.7％減（年率換算）

となり、２四半期連続のマイナス成長を記録したほか、倒産件数に占める不況型倒産の割合が４月迄23ヶ月連続し

て80％台と高い水準となるなど、個人消費や企業の生産活動は低調に推移しました。

当社が属する婦人靴業界におきましては、消費者の生活防衛意識の高まりに加え、大手各社による安売り競争に

拍車がかかったことなどから商品販売価格の下落傾向が見られました。

こうした環境のもと、当第１四半期連結会計期間において当社は、自社企画力を生かした商品開発と直輸入比率

の向上による原価率の低減に努めました。しかしながら３月11日に発生した東日本大震災により取引先企業の一部

店舗が被災したこと、計画停電による営業時間の短縮や消費自粛などの影響から繁忙期における販売活動が思うよ

うに進まなかったことなどから、売上高は計画を大きく下回りました。

この結果、当第１四半期連結会計期間につきましては、売上高1,448百万円(前年同期比17.0％減)、営業利益39百

万円(同69.3％減)、経常利益38百万円(同70.2％減)、四半期純利益18百万円(同75.7％減)となりました。

当第１四半期連結会計期間におけるセグメントの業績は以下のとおりであります。なお、セグメントの業績につ

いては、セグメント間の内部売上高又は振替高を含めて記載しております。

（卸売事業）

当第１四半期連結会計期間におきましては、海外顧客向け販売を除く全ての販売チャネルにおいて売上が計画を

下回ったことに加え、２月以降３ヶ月連続して平均販売単価が下落しました。これらの結果、卸売事業における売上

高は1,241百万円(前年同期比18.0％減)、営業利益238百万円(同27.6％減)となりました。

（小売事業）

当第１四半期連結会計期間におきましては、平成23年２月にJELLY BEANS名古屋パルコ店、ラフォーレ原宿新潟店

及び岡山ＯＰＡ店を閉鎖する一方、３月にJELLY BEANS金沢百番街Rinto店を出店しました。これにより、４月30日現

在の直営店舗数は17店舗となりました。

この結果、小売事業における売上高は206百万円(前年同期比10.6％減)、営業損失２百万円(前年同期は営業損失

１百万円)となりました。

（その他事業）

その他事業における売上高は６百万円(前年同期比76.7％増)、営業利益は１百万円(同94.8％増)となりました。

 

(2）財政状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、2,536百万円（前連結会計年度末は2,116百万円）とな

り、419百万円増加しました。主な理由は、売上債権の増加（836百万円から1,265百万円へ429百万円増）、商品在庫

の増加（145百万円から216百万円へ70百万円増）、並びに現金及び預金の減少（1,108百万円から1,029百万円へ79

百万円減）であります。

また、固定資産の残高は、3,540百万円（前連結会計年度末は3,555百万円）となり、15百万円減少しました。主な

理由は、固定資産の取得による増加（32百万円増）、減価償却による減少（42百万円減）及び差入保証金の減少

（４百万円減）であります。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、1,974百万円（前連結会計年度末は1,683百万円）とな

り、291百万円増加しました。主な理由は、仕入債務の増加（479百万円から797百万円へ318百万円増）、１年内返済

予定の長期借入金の増加（869百万円から902百万円へ33百万円増）、未払金の増加（130百万円から146百万円へ15

百万円増）及び未払法人税等の減少（131百万円から22百万円へ109百万円減）であります。

また、固定負債の残高は、2,667百万円（前連結会計年度末は2,543百万円）となり、124百万円増加しました。これ

は主に、運転資金の調達による長期借入金の増加（2,154百万円から2,274百万円へ119百万円増）によるものであり

ます。 
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（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、1,434百万円（前連結会計年度末は1,445百万円）とな

り、10百万円減少しました。主な理由は、四半期純利益の計上18百万円による増加及び配当金の支払い28百万円によ

る減少であります。　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

て45百万円増加し、757百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は、185百万円（前年同期は430百万円の支出）となりました。

　これは主に、売上債権の増加額428百万円、法人税等の支払額119百万円、たな卸資産の増加額70百万円に対し、仕入

債務の増加額318百万円、減価償却費42百万円、税金等調整前四半期純利益31百万円及び引当金の増加額27百万円に

よるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、得られた資金は、114百万円（前年同期は63百万円の収入）となりました。

　これは主に、定期預金の払戻による収入175百万円に対し、定期預金の預入による支出49百万円及び差入保証金の

差入による支出８百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、得られた資金は116百万円（前年同期は62百万円の収入）となりました。

　これは、長期借入れによる収入400百万円に対し、長期借入金の返済による支出247百万円、配当金の支払額21百万

円及びリース債務の返済による支出15百万円によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。 

(5）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、「（2）設備の新設、除却等の計画」に記載した事項を除いては、設備に重要

な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設及び除却等について、

重要な変更はありません。また、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設及び除却等について完了し

たもの及び新たに確定した計画は以下のとおりであります。

 

①重要な設備の新設 

前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設について、完了したものは以下のとおりであります。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した計画はありません。　

会社名事業所名 所在地 セグメントの名称 設備の内容 完了時期

当社JELLY BEANS

金沢百番街Rinto店
石川県金沢市　 小売事業 小売店舗 平成23年３月

 

②重要な設備の改修

当第１四半期連結会計期間において新たに確定した計画は以下のとおりであります。

会社名

事業所名
所在地 セグメントの名称 設備の内容

投資予定金額　　

資金調達方法

　

　着手及び

完了予定年月　

総額

（千円）

　

既支払額

（千円）

　

着手　 完了

当社ショールーム
東京都

台東区　
卸売事業 ショールーム 42,900　－

自己資金及び

借入金　

平成23年

４月　

平成23年

６月

　

③重要な設備の除却

前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の除却について、完了したものは以下のとおりであります。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した計画はありません。　

会社名事業所名 所在地 セグメントの名称 設備の内容 完了時期

当社JELLY BEANS

ラフォーレ原宿新潟店
新潟市中央区　 小売事業 小売店舗 平成23年２月

当社JELLY BEANS

名古屋パルコ店
名古屋市中区　 小売事業 小売店舗 平成23年２月

当社JELLY BEANS

岡山ＯＰＡ店
岡山市北区　 小売事業 小売店舗 平成23年２月

　

④重要な設備の移設

前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の移設について、完了したものは以下のとおりであります。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した計画はありません。　

会社名事業所名 所在地 セグメントの名称 設備の内容 完了時期

当社JELLY BEANS

松本パルコ店
長野県松本市　 小売事業 小売店舗 平成23年３月
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000

計 32,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年６月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,600 9,600

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

（注）

計 9,600 9,600 － －

 （注）当社は単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年２月１日～

平成23年４月30日
－ 9,600 － 308,100 － 230,600

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　584　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　9,016 9,016

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 普通株式　　　9,600 － －

総株主の議決権 － 9,016 －

　  

②【自己株式等】

平成23年４月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

株式会社アマガサ　

東京都台東区浅草六

丁目36番２号
584 － 584 6.08

計 － 584 － 584 6.08

　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
２月

３月 ４月

最高（円） 217,000210,000200,000

最低（円） 183,700190,000190,000

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（グロース）におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1）新任役員

　　該当事項はありません。

　　　

(2）退任役員

　　該当事項はありません。　

　

(3）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日
取締役会長
（代表取締役）　

－
取締役社長
（代表取締役）　

－ 　天笠　悦藏 平成23年５月16日

取締役社長
（代表取締役）

－ 常務取締役
営業本部長兼
営業４部長

　天笠　竜蔵 平成23年５月16日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）及び前第１四半期連結累計期

間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期

連結会計期間（平成23年２月１日から平成23年４月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年２月１

日から平成23年４月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平

成22年４月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間（平成23年２月１日から平成23年４月30日まで）及び当

第１四半期連結累計期間（平成23年２月１日から平成23年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、優成

監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,029,499 1,108,781

受取手形及び売掛金 1,265,616 836,449

商品及び製品 216,683 145,811

その他 37,995 34,933

貸倒引当金 △13,100 △9,000

流動資産合計 2,536,695 2,116,975

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,584,374

※1, ※2
 1,594,543

土地 1,529,346 ※2
 1,529,346

その他（純額） ※1
 155,370

※1
 153,685

有形固定資産合計 3,269,092 3,277,576

無形固定資産 64,390 64,997

投資その他の資産 ※4
 206,632

※4
 213,064

固定資産合計 3,540,114 3,555,638

資産合計 6,076,809 5,672,614

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 797,629 479,328

1年内返済予定の長期借入金 902,772 869,592

未払法人税等 22,610 131,991

賞与引当金 20,103 －

返品調整引当金 9,000 5,900

その他 222,682 196,956

流動負債合計 1,974,798 1,683,767

固定負債

長期借入金 2,274,108 2,154,357

退職給付引当金 105,394 105,015

役員退職慰労引当金 162,825 161,325

その他 125,387 122,967

固定負債合計 2,667,714 2,543,665

負債合計 4,642,512 4,227,433
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 308,100 308,100

資本剰余金 230,600 230,600

利益剰余金 1,046,959 1,057,476

自己株式 △146,116 △146,116

株主資本合計 1,439,542 1,450,060

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,122 △661

為替換算調整勘定 △3,123 △4,217

評価・換算差額等合計 △5,245 △4,879

純資産合計 1,434,296 1,445,180

負債純資産合計 6,076,809 5,672,614
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年４月30日)

売上高 1,745,032 1,448,781

売上原価 1,142,620 955,793

売上総利益 602,411 492,987

販売費及び一般管理費 ※
 473,844

※
 453,559

営業利益 128,567 39,428

営業外収益

仕入割引 13,508 10,333

その他 5,952 4,194

営業外収益合計 19,461 14,528

営業外費用

支払利息 15,438 13,639

その他 1,990 1,373

営業外費用合計 17,428 15,012

経常利益 130,600 38,944

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 414

特別利益合計 － 414

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,443

その他 － 179

特別損失合計 － 7,623

税金等調整前四半期純利益 130,600 31,736

法人税等 55,079 13,402

少数株主損益調整前四半期純利益 － 18,333

四半期純利益 75,521 18,333
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 130,600 31,736

減価償却費 44,754 42,025

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,868 378

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,500 1,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,461 2,885

返品調整引当金の増減額（△は減少） 3,200 3,100

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,400 20,103

受取利息及び受取配当金 △385 △250

支払利息 15,438 13,639

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,443

売上債権の増減額（△は増加） △445,571 △428,731

たな卸資産の増減額（△は増加） △103,657 △70,872

仕入債務の増減額（△は減少） 5,484 318,301

その他 △4,456 7,092

小計 △328,365 △51,650

利息及び配当金の受取額 385 250

利息の支払額 △15,614 △13,764

法人税等の支払額 △86,720 △119,847

営業活動によるキャッシュ・フロー △430,313 △185,011

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △30,264 △49,070

定期預金の払戻による収入 90,000 175,000

投資有価証券の取得による支出 △398 △300

有形固定資産の取得による支出 － △7,296

差入保証金の回収による収入 6,210 4,797

差入保証金の差入による支出 － △8,133

その他 △1,958 △760

投資活動によるキャッシュ・フロー 63,587 114,235

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 350,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △249,800 △247,069

配当金の支払額 △21,396 △21,482

リース債務の返済による支出 △16,138 △15,055

財務活動によるキャッシュ・フロー 62,664 116,393

現金及び現金同等物に係る換算差額 80 279

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △303,981 45,897

現金及び現金同等物の期首残高 892,085 712,051

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 588,103

※
 757,948
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

会計処理基準に関する事項の変更  資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。

　これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ512千円、税金等調整前四半期純

利益は7,955千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資

産除去債務の変動額は829千円、差入保証金の変動額は7,420千円でありま

す。

 

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法  当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．たな卸資産の評価方法  当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出については、実地たな卸を省

略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算

定する方法によっております。

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．固定資産の減価償却費の算定方法  減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計

年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４．経過勘定項目の算定方法 合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

５．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

税金費用の計算  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金

等調整前四半期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成23年４月30日）

前連結会計年度末
（平成23年１月31日）

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

604,788千円 

   

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

590,880千円 

 

　 ２　担保資産

　　担保に供されている資産で、事業の運営において重要な

ものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められるものはないため、注記を省略して

おります。

 ※２　担保資産

　　担保に供している資産は次のとおりであります。

建物及び構築物 1,524,015千円

土地 1,479,999千円

計 3,004,015千円

　

３　―――――――――     ３　受取手形割引高 200,763千円

 ※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額  ※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 △8,389千円

　

投資その他の資産 △9,604千円

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 貸倒引当金繰入額 3,345千円 

 役員報酬及び給料手当 187,850千円 

 賞与引当金繰入額 20,400千円 

 退職給付費用 3,450千円 

 役員退職慰労引当金繰入額 1,500千円 

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 貸倒引当金繰入額 3,300千円 

 役員報酬及び給料手当 183,580千円 

 賞与引当金繰入額 20,103千円 

 退職給付費用 3,450千円 

 役員退職慰労引当金繰入額 1,500千円 

 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年４月30日現在）

現金及び預金勘定 803,911千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △215,807千円

現金及び現金同等物 588,103千円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成23年４月30日現在）

現金及び預金勘定 1,029,499千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金他 △271,550千円

現金及び現金同等物 757,948千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成23年４月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成23年２月１日　至　

平成23年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  9,600株
　

　２．自己株式の種類及び株式数 
普通株式  584株

　
　３．新株予約権等に関する事項
　　　該当事項はありません。 

　
　４．配当に関する事項
（１）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月26日

定時株主総会
普通株式 28,851 3,200平成23年１月31日平成23年４月27日利益剰余金

　

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期
間末後となるもの

　　　該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成22年２月１日　至平成22年４月30日） 

 
卸売事業
（千円）

小売事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,513,763231,269 － 1,745,032 － 1,745,032

(2）

 

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － 3,707 3,707△3,707　 －

 計 1,513,763231,269 3,7071,748,740△3,707　　 1,745,032

 
営業利益又は営業損失

（△）
329,792　　　 △1,715 969 329,046△200,478128,567

（注）１．事業区分の方法 

事業は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な内容

事業区分 主な事業内容

卸売事業 靴・衣料品専門店、百貨店、量販店等への卸売販売

小売事業 直営店舗による小売販売

その他事業 中国から国内への商品調達

　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成22年２月１日　至平成22年４月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成22年２月１日　至平成22年４月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

 １．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、主に、販売方法の類似性及び事業の経済的特徴を考慮した包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。

したがって、当社グループは、商品の販売方法により区分されたセグメント及び連結子会社から構成されてお

り、「卸売事業」、「小売事業」、及び「その他事業」の３つを報告セグメントとしております。

「卸売事業」は、靴・衣料品専門店や、百貨店、量販店等への卸売販売を行っております。「小売事業」は、直営

小売店舗において小売販売を行っております。「その他事業」は、中国から国内へ商品を調達しております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自平成23年２月１日 至平成23年４月30日）

　 （単位：千円）

 卸売事業 小売事業 その他事業 合計
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 1,241,993206,787 － 1,448,781 － 1,448,781
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 6,550 6,550△6,550 －

計 1,241,993206,7876,5501,455,331△6,5501,448,781

セグメント利益又は損失（△） 238,832△2,457 1,888238,264△198,83539,428

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△198,835千円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用等が含まれております。全社費用等は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

　平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

　　該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　金利スワップ取引を利用しておりますが、特例処理の要件を満たしている取引のみであるため、記載を省略してお

ります。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（資産除去債務関係）

　当第１四半期連結会計期間の期首と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。　

　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成23年４月30日）

前連結会計年度末
（平成23年１月31日）

１株当たり純資産額 159,083.49円 １株当たり純資産額 160,290.66円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8,376.36円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 2,033.47円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

四半期純利益（千円） 75,521 18,333

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 75,521 18,333

期中平均株式数（株） 9,016 9,016

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年６月３日

株式会社アマガサ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アマガサの

平成22年２月１日から平成23年１月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平成22年

４月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アマガサ及び連結子会社の平成22年４月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年６月６日

株式会社アマガサ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アマガサの

平成23年２月１日から平成24年１月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年２月１日から平成23年

４月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年２月１日から平成23年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アマガサ及び連結子会社の平成23年４月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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